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浜街道（孝子越街道）付近のみどころ

西鳥取観音堂　　元禄１３(１７００)年、石橋直之著の『泉州志』に記さ

れた観音堂と伝えられています。堂内には十一面観音菩薩がまつられていま

す。この菩薩は、高さ約１６０センチ余りの立像で、檜の一木造り。市内で

は、数少ない平安時代に遡る像のひとつです。

成子家住宅　　成子家は代々酒造業を営み、１９１６(大正５)年に建てられ

た主屋や離れ座敷、表門、酒蔵等の１０棟の建物が２０００年１０月に文化財

保護法による登録有形文化財に登録されました。和洋折衷の応接室の造作が秀

逸です。現在では市内で唯一の造り酒屋です。

西本願寺尾崎別院　　もとは、善徳寺という草堂であったのを、慶長３

(１５９８)年、当時の領主桑山伊賀守正勝の家臣石田次郎左衛門が堂宇を建

立し、本願寺第１２代准如上人に寄進したのが始まりとされています。現在

の本堂は、宝永２(１７０５)年の建立で、本山格としての大きな建物です。

寛政８(１７９６)年に刊行された「和泉名所図会」にも描かれています。な

お、１８７２(明治５)年には、郷学校(後の堺県第３１番小学)の支校がおかれ

ていました。

旧尾崎村役場　　昭和３年に建設計画された鉄筋コンクリート造りの３階

建て(地階を含む)の建物です。建築経費は、地元の有志による寄付金等で賄わ

れ、建築工事は当時の村長であった銭高善造氏が創業した銭高組によって請

け負われました。当時の泉南地方では、類を見ない豪華な役場で、尾崎町役

場、南海町役場、阪南町役場として、１９７５年まで使用されました。

浜（孝子越）街道

浜街道（通称）は孝子越街道といい、現在の泉佐野市鶴原付近で

紀州街道から分かれ、海岸沿いに佐野の町場から田尻町、泉南

市、阪南市尾崎・鳥取・箱作、岬町淡輪を通り、孝子峠を越えて

紀州に通じていた街道です。

現在の新町と尾崎の境界には、「左　大川　阿王志満宮（現在の

加太・淡島(あわしま)神社）道　／　右　大坂」との銘のある道標

が残されています。

　街道の雰囲気が今も残る尾崎のまちなみを、ぜひ散策してみて下さ

善性寺　　浄土宗知恩院末寺。天正３(１５７５)年、尾崎村を開創した鳥取

源右衛門清房(吉田清房)宅に持仏堂を造り祀ったことが起こりといわれていま

す。境内の墓所には源右衛門から１７代までの墓が安置されています。

旧鳥取銀行跡　　明治３３(１９００)年に設立

された銀行。数度の恐慌を乗り切りましたが､昭和２

(１９２７)年の新銀行法の銀行集中政策により

昭和７(１９３２)年に上之郷銀行と合併して泉南

銀行となり、その後、阪南銀行による買収を経て、

住友銀行に吸収合併されました。現在は個人宅です

が、窓枠などに昔の銀行の面影が残ります。

阪南市まちかど博物館　　阪南市まちかど博物館は、地域にある伝統の

技や個人のコレクションなどを紹介し、皆さんに親しんでもらうため、館長

さんの仕事場の一角や館長さんのお宅などを公開していただいているもので

す。見学に際しては、予約制であったり、公開内容に制約があったり等の制

限があります。詳しくは、まちかど博物館の専用チラシをご覧ください。

○地酒の博物館(浪花酒造　成子家住宅)

　　　酒蔵と登録文化財の見学　072-472-0032

○海産物の博物館～のり～(名倉水産)

　　　府内で唯一の、のり養殖とのり製造作業見学　072-472-1011

○阪南市生涯学習推進室　阪南市の文化財情報

○阪南市文化財展(サラダホール２階)

　　　気軽に観覧可能な、阪南市の文化財常設展示。

　　※上記２ヵ所については、072-471-5678(内線2343)まで。

まちかど博物館に関するお問い合せは・・・

　　　　　　　　　　　　阪南市教育委員会事務局　生涯学習推進室まで

　この「はんなんマップ　悠歩みち」は、阪南市内で活動する市民団体や

協力者の集まりである「阪南まちづくりネットワーク」の活動から生まれ

た「まちおこし夢テラス」が企画・制作し、教育委員会が発行したもので

す。阪南市に長く住みながら、このまちについて「知らないことが多い」

「もっとこのまちを知りたい」「周囲の人にも知らせたい」という思いか

ら、散策マップづくりを始めました。このマップを手に、昔のたたずまい

が残る街道筋や街道脇の路地を歩き、また海岸や里山の自然に触れ、“新

しい発見や出会い”を楽しんでいただきたいと思います。

　このマップは文化庁の「文化遺産を生かした観光振興・地域活性化事

業」を活用して作成しています。
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